


プラットフォーム（本体）とアンプ
SA-A1B2（2チャンネル）
SA-A1B4（4チャンネル）
マイクロホンや圧電式加速度ピックアップの
直接接続が可能（CCLD 搭載）　

SA-A1は、さまざまなフィールドで最適な計測が可能です
ケーブル配線が困難であった現場などでも
無線を使用すれば計測が簡単に！

● カラー液晶タッチパネル搭載で直観的な操作性

● 現場測定で最適なB5サイズ。
　 さらにアンプ、電池を含んで１．２ kgの軽量設計

● 取り外し可能な充電式リチウムイオンバッテリを採用。 
 　現場でバッテリ交換が可能

● 本体部は防水等級IP54に対応

● 無線計測にも対応。
　 現場でのケーブルの引き回しが不要に

多機能計測システム 
SA-A1
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接続図

アンプ
SA-A1B4/B2

プラットフォームにアンプを直接ドッキングした接続例

無線ドックにアンプをドッキングした
無線通信の接続例

1チャンネル無線アンプを使用した
無線通信の接続例

※最大４ユニットまで同時使用可能

AS-70

CAT-WAVE

充電式リチウムイオンバッテリ
BP-30（付属）

1/2インチ
エレクトレット
マイクロホン
UC-52/57/59

加速度ピックアップ
PV-08A/85/90H
など

アンプ内蔵

加速度ピックアップ
PV-91C/90T/
 97I（3方向）※

圧電式加速度
ピックアップ（3方向）
PV-97C※/93※

BNCアダプタ
VP-52C

チャージコンバータ
VP-40

チャージコンバータ
VP-40

BNC-BNC
同軸ケーブル
EC-90シリーズ

回転・歪み・温度 など振動計 振動レベル計 インパルス
ハンマ

騒音計

※３方向ピックの場合それぞれに使用する
　VP-52C、VP-40は３個必要

加速度ピックアップ
PV-08A/85/90H
など

BNCアダプタ
VP-52C

チャージコンバータ
VP-42

ピックアップ用コード
VP-51シリーズ

オクターブバンド分析

FFT分析

波形収録

波形処理ソフトウエア※

分析プログラム

 2チャンネルアンプ
  SA-A1B2
 （入力2チャンネル＋回転パルス入力）

 4チャンネルアンプ
  SA-A1B4
 （入力4チャンネル＋回転パルス入力）

回転パルス入力／
汎用DC入力

プリアンプ NH-22

ピックアップ用コード
VP-51シリーズ

ピックアップ用コード
VP-51シリーズ

ACアダプタ
NE-20P（付属）

LAN端子

USB(mini B)
USB(Type A)

  SDカード
（最大32 GB）

SA-A1

モニタ出力端子

音声メモ入力端子

Ｉ/Ｏ端子

※コンピュータで処理

無線ドック
SA-A1WD
　 ＋

1チャンネル無線アンプ
 SA-A1WL1
 (1チャンネル)

卓上スタンド
（SA-A1背面用）

外付バッテリ
（イメージ）
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ケーブルの引き回しが難しい現場での計測に最適

無線

※使用状況により異なります

アンプは4チャンネルまたは2チャンネル対応

無線ドックとアンプまたは1チャンネル無線アンプを使用することにより、
プラットフォーム（本体）は、離れた場所で測定が可能

無線ドック
SA-A1WD

入力   4チャンネル/2チャンネル（SA-A1B4/B2別途必要）
プラットフォームへの信号転送
 LAN 端子 Ethernet 100BASE-TX
 無線  WLAN（IEEE802.11a/b/g/n,2.4/5 GHz）、
無線転送距離 約50 m※

メモリ   SDカード（SDHC対応、最大３２ GB）オプション
電源   単3形乾電池8本（アルカリもしくはニッケル水素）、AC アダプタ（オプション）
大きさ・重さ 約42（H）×193（W）×95（D）mm・約500 g（電池含む・アンプ部分除く）
防水   ｴP54相当（本体と同じ）

SA-A1WD＋SA-A1B4/B2装着時 SA-A1WL1連続測定時間 （23 ℃、無線状態が良好の場合）

近日発売

１チャンネル無線アンプ
SA-A1WL1
無線機能とアンプの一体型（1チャンネル対応）

※使用状況により異なります

入力  1チャンネル、マイクロドットコネクタ、CCLD、AC/DC
 CCLD  2 mA 24 V
A/D変換器  ２４ bit  Δ-Σ型
プラットフォーム 無線 WLAN（IEEE802.11a/b/g/n,2.4/5 GHz）
への信号転送 無線転送距離 約50 m※

メモリ  内部メモリ　2 GB
電源  充電式リチウムイオンバッテリ、AC アダプタ（オプション）
大きさ・重さ  約21（H）×54（W）×84（D）mm・約130 g（電池含む）
防水  IPX4相当

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
充
電
池

ア
ル
カ
リ
電
池

無線計測

使用アプリケーション　CCLD 　　アンプ　　  連続測定時間（規格値）
SX-A1WR  OFF SA-A1B4 11 時間 以上
SX-A1WR  ON SA-A1B2 10 時間 以上
SX-A1WR  ON SA-A1B4 9 時間 以上
SX-A1RT  ON SA-A1B4 8 時間 以上
 ※充電池が満充電かつ新品状態の場合
 ※使用状況により異なります

使用アプリケーション CCLD アンプ　　  連続測定時間（規格値）

使用アプリケーション　CCLD アンプ 連続測定時間（規格値）
SX-A1WR OFF  SA-A1B4 8 時間 以上
SX-A1WR ON  SA-A1B2 8 時間 以上
SX-A1WR  ON  SA-A1B4 6.5 時間 以上
SX-A1RT  ON  SA-A1B4 6 時間 以上
　　　　　　　　　　　　　※アルカリ電池が新品状態の場合

使用アプリケーション　CCLD アンプ 連続測定時間（規格値）
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無線システムの接続例（SA-A1WD）

多点遠隔測定システム
SA-A1と複数のアンプを1：2～4で接続
SA-A1にドッキングしたアンプを含め、最大4台まで同時に接続可能
無線LAN、有線LANが混在した環境でも測定が可能

測定ネットワーク 測定ネットワーク

SA-A1とアンプ（無線接続）3台+アンプ（有線接続）1台の例 SA-A1にアンプ1台をドッキング+アンプ（無線接続）2台+アンプ（有線接続）1台の例

無線LAN 無線LAN無線LAN

無線LAN 無線LAN

SA-A1WD

SA-A1WD

SA-A1WD SA-A1WD

SA-A1WD

SA-A1

SA-A1WD

SA-A1WD

有線LAN

アンプ SA-A1

有線LAN

遠隔システム（LAN）
LANケーブルを使用してSA-A1とアンプを1：1で接続
測定は、SA-A1WDに装着したアンプで行う

LANケーブル

SA-A1
SA-A1WD

無線測定システム
無線LANを使用してSA-A1とアンプを1：1で接続
測定は、SA-A1WDに装着したアンプで行う

SA-A1
SA-A1WD無線LAN
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FFT分析プログラムSX-A1FT

１フレーム分（FFT分析点数）の時間波形が表示されます。
波形収録したデータの場合、収録した時間波形を表示することができ、
再分析を行うことも可能です。

入力信号を高速フーリエ変換（FFT）することにより、信号のもつ規則性を見い出し、
信号に含まれている周波数分析を行います。特に、自動車・家電製品の品質評価、
設備診断・異音検出など音響・振動の信号分析に幅広く使用されます。

FFT分析時間波形
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SA-A1で波形収録したWAVE形式の波形データは、
SX-A1FTによりFFT分析をすることができます。

伝達関数は、入力信号と出力信号の関係を周波数領域で示しており、
振幅と位相が求められます。SA-A1にはこの種の演算として他にコヒーレンス関数と
クロススペクトルがあります。

FFT分析プログラム SX-A1FT

再演算伝達関数
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※SA-A1ファイルコンバータ（付属）によりテキストファイルに変換することが可能

リアルタイム分析処理全般
 演算概要  FFT分析
 チャンネル数 4チャンネル
トリガ トリガモード フリー、シングル、リピート
  トリガソース 波形、外部、回転速度
  トリガポジション ±2ーN以内（Nは分析点数）
演算関数  1フレームの時間領域波形、パワースペクトル、
   クロススペクトル、伝達関数、コヒーレンス
窓関数  レクタンギュラ、ハニング、
   フラットトップ、指数、フォース
分析周波数  20 kHz、１０ kHz、5 kHz、2 kHz、1 kHz、
   500 Hz、２００ Hz、100 Hz 
分析点数  256、５１２、1 024、2 048、4 096、
   8 192、16 384

平均・その他演算 リニア、指数、MAX
平均回数  1～1 024
再分析処理全般
　　演算概要 SA-A1WRで収録したWAVEファイルをFFT分析
　　チャンネル数 4チャンネル
　　演算関数 1フレームの時間波形、パワースペクトル、クロススペクトル、
    伝達関数、コヒーレンス
　　窓関数  レクタンギュラ、ハニング、フラットトップ、指数、フォース
　　分析点数 256、５１２、1 024、2 048、4 096、8 192、
    16 384、32 768
　　オーバラップ率 0 %、25 %、50 %、75 %
　　平均・その他演算 リニア、指数、MAX
　　平均回数 1～1 024（最大、表示する時間波形により制限あり）
ファイル形式 バイナリファイル※



1/3オクターブバンド分析プログラムSX-A1RT

騒音レベルや振動レベルの評価・対策を目的とした分析には、人間の感覚に対応させやすい
オクターブバンド分析（オクターブバンド、1/3オクターブバンド）が一般的に使用されます。
画面は1/3オクターブバンド分析時のグラフと数値を同時に表示しています。

オクターブバンド分析
オクターブバンド分析時のストアデータを呼び出した表示画面です（リ
コール画面）。このストアデータから時間区間を指定しての2次演算も可
能です。

リコール演算

■1/3オクターブバンド分析プログラム
SX-A1RTで測定したデータをコン
ピュータで管理することが可能

■オートストアデータおよび実音ファイ
ルを取り込み、オクターブ分析結果の
グラフ表示・各種演算が可能

■オールパス値は、帳票の作成も可能

環境計測データ管理
ソフトウェア
（オクターブ・1/3オクターブデータ
管理ソフトウェア付き）
AS-60RT

※SA-A1ファイルコンバータ（付属）によりテキストファイルに変換することが可能

1/3オクターブバンド分析プログラム SX-A1RT

適合規格  JIS C1513 : 2002クラス１、JIS C1514 : 2002クラス１、
    IEC 61260-1 : 2014 Class1、ANSI S1.11-2004 Class１
バンドフィルタ中心周波数・バンド数およびチャンネル数
 オクターブバンド ０．５～１６ ０００ Ｈｚ　１６バンド　最大４チャンネル　
 １/３オクターブバンド ０．４～２０ ０００ Ｈｚ　４８バンド　最大3チャンネル　　
瞬時値データ（100 ms毎） 時間重み付きレベルLp、時間平均レベルLeq、時間重み付きレベルの最大値Lmax
演算値データ 時間平均レベルLeq、暴露レベルLE、時間重み付きレベルの最大値Lmax、
    時間率レベルLN（05、10、50、90、95）を最大5個
ストアモード オート、マニュアル
時間重み付け特性 F（速い）、６３０ ms、S(遅い)、１０ ｓ
周波数重み付け特性 A、Ｃ、Ｚ
トリガ  トリガモード フリー、シングル、リピート（ストアモードがオートの時のみ）
   トリガ対象 ＡＰレベル、バンドレベル、外部、タイム
ファイル形式 バイナリファイル※

計量法施行規則第38条別表第四＊に記載の1/3オクターブバンド
分析器（音圧レベル・振動加速度レベル）の仕様に適合します。
＊（計量証明事業登録に必要な機器一覧）
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４チャンネル測定のオクターブバンド分析画面



波形処理ソフトウェアAS-70
■ CPU : Intel Core i5 2 GHz相当以上　■ RAM : 2 GB以上、推奨 ４ GB　■ HDD : 20 GB以上（空き容量）、推奨100 ＧＢ以上　
■ DISPLAY : XGA（1024×768ピクセル）以上　
■ 対応OS : Microsoft Windows 7 Professional 32 bit/64 bit、8.1 Pro 32 bit/64 bit、10 Pro 32 bit/64 bit
波形分析ソフト CAT-WAVE
■ CPU : Intel Core i5/i7 1.4 GHz以上（Core2 Duo 2 GHz以上）  ■ RAM : 2 GB以上　■ HDD : 60 GB以上（空き容量）  
■ DISPLAY : SXGA（1280×1024）以上　
■ 対応OS : Microsoft Windows 7 Professional 32 bit / 64 bit、8.1 Pro 64 bit

波形処理ソフトウェア
AS-70

オプション

周波数分析画面例

波形収録プログラムSX-A1WR

波形分析 表示機能 時間軸拡大縮小、微積分
ファイル出力  WAVE形式（ch分割、区間指定が可能）/
  CSV形式（区間指定が可能）/JPEG
FFT分析 分析点数 64～32 768ポイント
　 表示データ パワースペクトル、クロススペクトル、伝達関数（振幅）、
  伝達関数（位相）、コヒーレンス関数、
  パワースペクトルマップ、スペクトル領域での微積分
オクターブ 適合規格 JIS C 1514 : 2002（IEC 61260-1：2014）の
バンド分析  オクターブ及び1/3オクターブバンドフィルタ（クラス1）
 分析周波数 オクターブバンド  0.5 Hz～8 kHz、
 範囲 1/3オクターブバンド  0.4 Hz～10 kHz、  
  1/12オクターブバンド  0.36 Hz～11 kHz
時間重み付け特性 1 ms、10 ms、35 ms、F（速い）、
  630 ms、S（遅い）、10 s
周波数重み付け特性 FLAT、A、C

波形分析ソフト
CAT-WAVE

オプション

仕様

スペクトルマップ画面例

波形処理ソフトウェア
SX-A1WRで収録したデータは各種ソフトで表示・分析が可能

波形収録プログラム SX-A1WR （SA-A1本体に搭載）

収録チャンネル数 ４チャンネル＋回転パルスまたは汎用DC
周波数レンジ　 ２０ kHz、１０ kHz、５ kHz、１ kHz、５００ Hz、１００ Hz
量子化ビット数 16 bit/24 bit
トリガ  トリガモード フリー、シングル、リピート
   トリガ対象 波形、タイム、外部
音声メモマーカー機能 あり
モニタアウト（再生） 収録データを再生して試聴可
    （20 kHz、10 kHz、5 kHzのみ）
ファイル形式　　　　　　WAVEファイル

時間波形をSDカードに保存できます。
収録可能な時間は入力チャンネル数と
周波数レンジで決まります。

波形収録

※最大収録時間
 （2チャンネル、20 kHzレンジ、16 bit使用時）
　●  32 GB SDカード：42時間40分
　●  2 GB SDカード：2時間40分

希望小売価格（税別） 250,000円希望小売価格（税別） 200,000円
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波形分析 演算 最大値、最小値、平均値、実効値、
  分散、微積分、HPF、LPF
FFT分析 分析点数 32～65 536ポイント
 表示データ パワースペクトル、
  パワースペクトル密度、
  スペクトログラム
オクターブ 適合規格 JIS C 1514 : 2002（IEC 61
バンド分析  260-1： 2014）のオクターブ及び
  1/3オクターブバンドフィルタ（クラス1）
 分析周波数 オクターブバンド
  　0.5 Hz～１６ kHz、
  1/3 オクターブバンド
   　0.4 Hz～２0 kHz
時間重み付け特性 10 ms、F（速い）、630 ms、
  S（遅い）、10 s
周波数重み付け特性 Z、A、C、G、ＣｔｏＡ、
  Lvx（鉛直特性）、Lvxy（水平特性）

仕様

[本製品はキャテック株式会社の製品です]



振動の測定
SA-A1に加速度ピックアップを接続すると振動を測定できます。
入力は最大で４チャンネルなので、３方向同時測定や複数箇所
の同時測定・分析が簡単に行えます。

SA-A1

SA-A1にインパルスハンマと加速度
ピックアップを接続すると、固有振動
数や伝達関数を測定できます。無線
ドックを使用すると、ハンマとSA-A1
をつなぐケーブルが不要になり作業効
率がアップします。

固有振動数の測定

業効

SA-A1

SA-A1と雑音発生器（およびスピーカ）を使用すると、室間の遮音測定ができます。
無線ドックを使用すると、室間に敷設するケーブルは不要になり、測定が簡素化できます。
自動測定用アプリは別途になります。（検討中）　　  ※無線通信は、使用状況により異なります。

室間遮音の測定
の遮音測定がでができまきま
になり、測定が簡素化できます。
通信は、使用状況により異なります。

ますます。

パワーアンプ

スピーカ

SF-06

SA-A1

マイクロホン マイクロホン

無線ドック

2/4チャンネル
アンプ

無線ドック

2/4チャンネル
アンプ

騒音・振動と回転速度の測定
SA-A1には騒音・振動入力のほかに回転パルス入力端子があり、騒音や振動と回転速度
を同時に測定・分析ができます。次数比アプリは別途になります。（検討中）

マイクロホン

無線ドック

2/4チャンネル
アンプ

SA-A1

無線ドック

2/4チャンネル
アンプ

SA-A1

測定例
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※すべての環境において無線が通じることを保証するものではありません

SA-A1と無線ドックを使用すると道路や鉄道の上下線で同時に騒音測定ができます。
測定データを無線で送信するため、上下線2地点からのケーブル延長は不要になり、
測定が簡素化できます。

騒音の多チャンネル測定

騒音計

騒音計

無線ドック

2/4チャンネル
アンプ

SA-A1に騒音計や振動レベル計を接続すると、騒音レベルと振動レベルの
同時測定ができます。必要に応じて周波数分析も可能です。

騒音レベルと振動レベルの測定と分析

SA-A1

騒音計

振動レベル計

■ 3軸振動計測システム（検討中）
SA-A1と3軸加速度ピックアップを接続して、
Ｘ、Ｙ、Ｚ軸それぞれの値とFFT分析結果を表示。
波形収録機能を利用して収録したデータは、現場を離れた後で分析が
可能。

■ レベル記録システム（検討中）
SA-A1に騒音計や振動レベル計を接続して
レベルを記録するシステム。
測定中にメモを残すことや、レベルトリガ設定により一定のレベルを
超えたイベントを収録することが可能。

■ 動画リンクシステム（検討中）
SA-A1に騒音計や振動レベル計およびUSBカメラを接続し
て、測定レベルと画像を表示するシステム。
測定データをSA-A1内に記録できるので、再生時の音源確認に利用す
ることが可能。

多機能計測システムSA-A1は、AndroidベースのOSを採用しているため、
様々なプログラムを作成することができます。

■ オーダートラッキング分析システム
SA-A1にマイクロホンや加速度ピックアップと同時に
回転計を接続して分析結果を出力。
波形を収録しているので再分析が可能。

■ 音源探査システム（検討中）
SA-A1とマイクロホンを使用して、
音の発生源を調べるシステム。
表示したカラーマップから音源の位置を推定。シンプルなシステムなので、多
チャンネルのアレイに比べて安価で作成することが可能

■ 打撃検査システム（検討中）
SA-A1とインパルスハンマを使用した
打撃検査システム。
適切に締まったボルトと緩んだボルトでは力の応答が異なります。
インパルスハンマを使用して、この違いを判定することが可能。

■ ネットワーク通信システム（検討中）
Wi-Fiルータを利用してSA-A1をインターネットに
接続するネットワーク通信のシステム。
遠隔地の状況のモニタリングや、SA-A1の警報出力を携
帯電話で受信して確認することが可能。

SA-A1のプログラム例
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TEL.048-813-5361 FAX.048-813-5364

〒530-0001   大阪市北区梅田 2丁目 5番 5号  横山ビル
TEL.06-6346-3671 FAX.06-6346-3673

〒460-0002   名古屋市中区丸の内 2丁目 3番 23号  和波ビル
TEL.052-232-0470 FAX.052-232-0458

本社・営業部

東日本営業所

西日本営業所

東海営業所

〒812-0039   福岡市博多区冷泉町 5番 18号
TEL.092-281-5366 FAX.092-291-2847

郵編200233   中国上海市徐匯区宜山路900号 科技産業文化大楼 C区501室
TEL.021-5423-5082 FAX.021-5423-5266
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TEL.042-632-1122 FAX.042-632-1140

九州リオン（株）

上海理音科技
有限公

リオンサービス
センター（株）

技術相談受付 当社の休日および土・日・祝日を除く 9：00～17：000120-26-1566

＊本カタログに掲載されている価格はメーカが希望する小売価格です。＊本カタログ掲載の会社名、商品名は一般に各社の登録商標または商標です。＊本カタログ掲載の各製品のデザイン・仕様などは予告なく変更する場合があります。
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ISO14001 本社・東日本営業所・
東海営業所・西日本営業所 認証取得

東海営業所・西日本営業所・九州リオン・
リオンサービスセンター 認証取得

ISO9001本社・東日本営業所・

当社は、認定基準としてISO/IEC 17025（JIS Q 17025）を用い、認定スキーム
をISO/IEC 17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋試験所認定協力
機構（APLAC）及び国際試験所認定協力機構（ILAC）の相互承認に署名してい
ます。当社の品質・環境統括センターは、国際MRA対応JCSS認定事業者です。
JCSS0197は品質・環境統括センターの認定番号です。

防水に関するご注意

この製品は当社基準の有害化学物質
を含有していないグリーンな製品です。

この製品の防水性能はIP54（防塵形・
防まつ形）に適合します。

ご使用の際は側面コネクタ部のカバー
が、確実に閉じているかご確認ください。
防水性能を維持するために、2年に1度筐
体内部のパッキン、バンパーおよびカバー
を交換する必要があります（有料）。

 チャンネル数 ４チャンネル（２チャンネル）、BNCコネクタ、CCLD、AC/DC
 最大入力電圧 ±13 V
 CCLD 2 mA　24 V（4 mA ファクトリオプション）
 周波数範囲 DC～20 kHzまたは0.25 Hz～20 kHz
 入力レンジ －40 dB～20 dB、20 dBステップ　0 dB ref. 1 Vrms
 自己雑音 レンジフルスケール －85 dB 以下（0 dBレンジ、APレベル）
 ダイナミックレンジ 100 dB 以上（0 dBレンジ、fs＝51.2 kHz、400ラインFFTのノイズレベル）
 チャンネル間位相差 ± 1 °以内（1 Hz ～ 20 kHz、0 dBレンジ時）
 A/D変換器 24 bit Σ-Δ型、同時サンプリング
 サンプリング周波数 51.2 kHz、25.6 kHz、12.8 kHz、5.12 kHz、2.56 kHz、
   1.28 kHz、512 Hz、256 Hz
 10.1 inch TFT color LCD 1 280 x 800 pixels 透過型
 タッチパネル マルチタッチ（2点）　投影型静電容量式
 USB USB A x 1、mini B x 1
 モニタ出力端子 あり　φ3.5　ステレオミニジャック
 ＳＤカードスロット あり（SDHC対応、最大32 GB、SDカード オプション）
 チャンネル数 １チャンネル、BNCコネクタ
  入力電圧範囲 0～12 V、オープンコレクタ対応、内部プルアップ3.3V（プルアップ抵抗1ｋΩ）
  H-Lスレッショルドレベル 2.5 V
  測定回転速度レンジ 5 000 pulse/s
  A/D変換 10 bit 逐次比較型
  サンプリング周波数 約１０ Hz
外部トリガ オープンコレクタ対応、内部プルアップ 3.3 V
電源  充電式リチウムイオンバッテリ（電池寿命 約4時間 使用条件による）、ＡＣアダプタ
大きさ・重さ ４0（H)×275（W)×188（D）mm・
   SA-A1：1 200 g（バッテリ280 g含む、SA-A1B4装着時）
防水等級 ｴP54相当
使用温湿度範囲 －10 ℃～50 ℃（ACアダプタ使用時）、９０％RH以下（結露のないこと）
付属品  充電式リチウムイオンバッテリBP-30 x 1、ACアダプタNE-20P x 1、
   SA-A1ファイルコンバータ、AS-70 Viewer
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仕様
プラットフォーム（本体＋アンプ）

オプション
 品　名 型　式 希望小売価格（税別）
無線ドック  SA-A1WD 1８0,000円
1チャンネル無線アンプ SA-A1WL1 お問い合わせください
外付バッテリ 　　－ お問い合わせください
充電式リチウムイオンバッテリ（交換用） BP-30 ６0,000円
ACアダプタ NE-20P 10,000円
SDカード　32 GB MC-32SD3 100,000円
SDカード　2GB MC-20SD2 30,000円
音声メモ用マイク BSHSM03BK ２,000円
モニタ用イヤホン ATH-C320-BK ７,000円
肩掛けバンド VA-12015 ２,000円
キャリングケース SAA10660 18,000円
液晶保護シート 59SA5000 ５,000円
SA-A1用卓上スタンド SA-A1S36 15,000円
SA-A1WD用縦置きスタンド SA-A1S２９ 15,000円
CCLD  4 mA  改造（ファクトリオプション） SA-A1B2用 8０,000円
CCLD  4 mA  改造（ファクトリオプション） SA-A1B4用 １００,000円

※波形収録プログラムSX-A1WRはSA-A1本体に搭載

 品　名 型　式 希望小売価格（税別）

SA-A1パッケージ価格、プログラム価格

SA-A1  2チャンネルFFTパッケージ SA-A1FTB2 850,000円
SA-A1  4チャンネルFFTパッケージ SA-A1FTB4 950,000円
SA-A1  2チャンネルオクターブパッケージ SA-A1RTB2 950,000円
SA-A1  4チャンネルオクターブパッケージ SA-A1RTB4 1,050,000円
SA-A1  2チャンネルFFTオクターブパッケージ SA-A1FTRTB2 1,050,000円
SA-A1  4チャンネルFFTオクターブパッケージ SA-A1FTRTB4 1,150,000円
２チャンネル無線パッケージ SA-A1WDB2 ５８０，０００円
4チャンネル無線パッケージ SA-A1WDB4 ６８０，０００円
FFT分析プログラム SX-A1FT 200,000円
1/3オクターブバンド分析プログラム SX-A1RT 300,000円




